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ディーゼル排気浄化システム 

一時期、ディーゼル乗用車は日本の市場か

ら姿を消してしまった。その原因の一つが、

世界で最も厳しい排出ガス規制であった。し

かしながら、近年、クリーンディーゼルとよ

ばれる乗用車が欧州を中心に広がり、日本へ

も再び投入されつつある。その理由は、ディ

ーゼルエンジンが本来持つ燃費の良さや力強

い走りに加えて、コモンレールシステムなど

の様々なエンジン技術や排気浄化システムに

よる排出ガスのクリーン化が大幅に進歩した

ためと言えよう。現在、ディーゼルエンジン

で用いられているdeNOxシステムは大きく

分けて二つあり、小型車ではLNT（Lean NOx 

Trap）などと呼ばれるリーンNOx触媒型が、

大型車では還元剤のアンモニアとなる尿素水

を搭載した尿素SCR（Selective Catalytic 

Reduction）型が主に使われている。しかしな

がら、今後、実走行運転状態をより反映した

世界統一の新しい排出ガス試験法の導入が予

定されており、その場合には排気温度が低温

から高温まで幅広い運転領域において今以上

の高い浄化率が要求されことになる。 

更なる規制強化に対応する手段として様々

なシステムが検討されているが、その一例と

して LNT と SCR を組み合わせたシステムま

でも考えられ始めている 1)。排気のレイアウ

トとしては、LNT 触媒と SCR 触媒をタンデ

ムで配置し、LNT に吸蔵された NOx を還元

するための燃料改質器付き還元剤供給配管、

LNT をバイパスさせる配管などが設けられ

ている。尿素 SCR システムのネックは尿素を

搭載しなければならないことであるが、ここ

では尿素は搭載せずに LNT 上に吸蔵された

NOx を燃料改質で生成させた H2/CO により

NH3へ変換し、それを SCR の還元剤とする。

運転方法としては、通常は LNT へ NOx を吸

蔵させ、NOx 吸蔵量が一定量を超えると LNT

をバイパスして SCR のみに排気を流通させ

ると同時にLNT上に吸蔵したNOxからNH3

を生成させて SCR へ供給し、SCR 上で NOx

を還元する。200-450℃の NOx 浄化率は LNT

単独の場合は 60%であるのが、LNT と SCR

の組み合わせにより 85%まで向上し、燃費悪

化も小さいとの報告である。LNT に吸蔵され

た NOx を還元するための燃料改質器の制御

や排気流路バルブの切り替えなどシステムは

複雑になり課題は多そうであるが、LNT と

SCR の利点を生かして低温から高温まで幅

広い温度域で高い浄化率が望めるようである。 

今後、ディーゼル車が普及していくために

は浄化性能はもちろんのことコスト等も含め

て排気浄化システムの全体像を捉えた触媒設

計が触媒開発者にも求められていくであろう。 
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